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　中性子線などの放射線によって発生するソフトエラーに対する通信装置の耐性を示す、ソフトエラー信頼性を国
際標準に準拠した方法でチェックし、CIAJで登録・公開するため、ガイドラインの制定・他の準備を進めています。
　本セミナーでは、①ソフトエラーとはどのようの現象か、通信装置の試験対策はどのようにするか、②通信装置
開発者から見たソフトエラー対策や試験の実際、③制定済みのガイドラインの目的、考え方などの関連事項につ
いて、電磁妨害対策技術委員会の配下のソフトエラー信頼性WGのメンバー三名により、装置開発者にわかりや
すく説明を実施しました。

講演1.ソフトエラーについて、岩下委員(日本電信電話株式会社)

講演2.ソフトエラー対策と試験の実際 (通信装置関発者から見た)、飯塚委員(日本電気株式会社)
　
講演3.CIAJガイドライン(下記)のご紹介、服部WG主査(NTTアドバンステクノロジ株式会社)
　　　　　　　　　　　ソフトエラーガイドライン（技術基準１ - 信頼性評価方法）
　　　　　　　　　　　ソフトエラーガイドライン（技術基準２ - 試験設備の評価）
　　　　　　　　　　　ソフトエラーガイドライン（技術基準３ - 測定機器の校正及び点検）
　　　　　　　　　　　ソフトエラーガイドライン（運用規定1 - 装置の信頼性登録規定）
　　　　　　　　　　　ソフトエラーガイドライン（運用規定2 - 試験設備の登録規定）
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